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Ⅴ．特記事項 

1．ブランド強化に向けた取り組み 

本学園は、高校、短期大学、大学が同一敷地内にあり、学園全体で様々な活動に取り組

んできた。令和元（2019）年度にブランド強化追求委員会を設置し、学園のブランド強化

に取り組む体制を整えた。広報担当理事を長として、各設置校の教職員により構成してい

る。令和 2（2020）年 12 月 25日に、安藤竜二氏（株式会社 DDR 代表取締役社長）により

「ブランディングの方策」をテーマに、高校・短大・大学合同研修会を行い、ブランディ

ングとは何かについて学び、学園ブランディングについての認識を一致させた。 

本学園第 3 代理事長であり、第 2代短期大学長及び第 2代高等学校長を兼務した瀬木三

雄医学博士が、母子手帳制度の生みの親であることから、「母子健康手帳」についての調査

研究を本委員会中心に活動する予定である。 

今後も学園の目指す方向性を一致させ、中期計画に反映することによりブランド強化を

図っていく。 

 

2．学生広報スタッフ制度による学生リーダー育成 

学園ブランド強化の一環として、学生の視点と発想、企画力を活かすとともに、将来、

社会で活躍できるリーダー育成の場として、学生広報スタッフ制度を令和 3（2021）年度

より実施した。この活動は入試広報室の職員と協働で行うボランティア活動であり、広報

活動に関心、やる気のある学生を募集し、必要なスキルを身につけさせることとしている。 

各業界で働く実務家を講師とした 1年間の研修プログラムを受講し、学んだことを都度実

践活動に繋げている。また、活動の場を学生と共に考え、将来的には、地域ボランティア

活動等の地域貢献、社会貢献活動へと広げていく予定である。 

「学生広報スタッフ」を誰もが呼びやすい名前にすることで、学内で認知されることに

つながると考え、愛称をつけることになった。愛称は、学生広報スタッフのミーティング

において議論し、決定した。愛称「M!P」の由来は「MIZUHO PR STAFF」の頭文字を取って

「MiP」。さらに、新しい経験を通して「発見」「気づき」を表すために「i」を「!」にとい

う学生からの意見を反映させ、「M!P」となった。 

スタッフとしての自覚を促すため、活動時の名刺を作成し、表面に自己目標と名前、裏

面に学生広報スタッフの行動指針を記載し、常に意識させている。当初に掲げた個人目標

を振り返る機会を繰り返しながら、正課外におけるジェネリックスキルの向上を目指す。 

 

3．学生応援オリジナルソング 

 入学当初に描いた夢を途中で断念し、教職免許取得を諦める学生や中途退学を考える学

生たちへの本学からの応援メッセージをオリジナルソングにした。歌詞は、作詞・作曲者

と学生たちとの話し合いで出てきた言葉を繋いでいる。 

学生たちの心に届くよう、各行事やオープンキャンパスなどのイベント BGM や学内で制

作する動画などの BGM にも使用している。ホームページから無料ダウンロードができるこ

とを、全学生に周知し、在学生だけでなく、卒業生がいつでも口ずさめるような親しみや

すい曲として、広まっていくことを願っている。 

  


